
小６女子 4月偏差値(４科)47

北里大順天(偏差値61) 合格!!

(例えば)

公立・私立高校受験 私立中学受験 都立中高一貫校対応 対象学年：小４～中３

私立中受験は、大手塾ってよく言われますが？
御三家中 という特別な中学に関してはその通りだと思います。ただ、大手塾は実績を売り

にしているため御三家含め上位の中学を狙う生徒以外はお客さん扱いされる可能性もあります。

中学受験のための塾は必ずしも大手だけではない!! 耕知塾では声高に宣言したいと思います。

では、耕知塾の私立中受験コースはどうなの？
耕知塾私立中受験コースは、各学年１クラス７～8名程度。そのため、志望校に寄り添った

授業！ をしているのが最大の売りです｡全員の志望校を把握しているので、そのために必要な

知識や頭の動かし方を徹底的に植え付けていきます。ですから､耕知塾の授業にはやり過ぎ＝

余計な努力をする必要がありません！！

そして…耕知塾の私立中コースの特徴
①じっくりカリキュラム

私立中の入試問題は、小学校の勉強と比べるとかなり難しく、高校レベルの頭の動かし方が

必要なケースもあります。しかも、一般的にその内容をかなりのスピード（カリキュラム）で

指導していきます。ただ､それではついていけない生徒がでるのも事実。耕知塾では じっくり

カリキュラム でしっかりと生徒の頭を動かしていきます。ですから、途中で脱落しません。

②毎年、偏差値60以上の学校も視野に!!

https://www.kouchi.link

（ ）内の数字は受験当時の首都圏模試偏差値

※一般的に男子は開成、麻布、武蔵中、女子は雙葉、
女子学院、桜蔭中のことを御三家中と呼びます。

2025年
(在籍5名)

北里大順天(61)1名

2024年
(在籍8名)

学芸大竹早(64)1名
東洋大京北(62)1名 麗澤(61)1名

2023年
(在籍7名)

明大中野(66)1名
共立女子(63)1名、品川女子(62)1名

2022年
(在籍7名)

芝浦工大柏(66)1名
共立女子(63)1名、麗澤(61)1名

2021年
(在籍5名)

早稲田佐賀(65)1名 城北(65)1名
高輪(63)1名、品川女子(62)1名

2020年
(在籍4名)

都市大付属(68)1名

耕知塾の私立中受験コースも17年目。今までコンスタントに 偏差値60以上（於 首都圏模

試）の学校への合格を達成しています。その秘訣は小６の下（のテキスト）を使わないこと。

小６下をやるよりも志望校の過去問演習を徹底的にやる。5年どころか10年位まで過去問をやる

こともざら。生徒の志望校対策を徹底することで高い合格実績を達成しています。

1月１２日(月・祝)

１０：３０～１１：３０

対象：新小４～６生のお子様

を持つ保護者様

事前に電話・メールなどてご予約

お願い申し上げます。

今年も耕知塾では私立中受験コース
の説明会を開催致します。「生徒の
頭が主役」、「のびのびやる、でも
中途半端ではない!!」などの大方針
や、「志望校に寄り添った授業」に
ついてもあますところなくご説明さ
せて頂きます。ご予約のお電話、お
待ちしております。

最近「自己肯定感」という言葉がもてはやされています。ただ、それと同時に「ほめて伸ばす」

という言葉も流行っているのですが、その言葉には何だか違和感を覚えます。と、いうのも「ほめ

て伸ばす」というやり方で育てられている子どもたちの方が、自己肯定感がむしろ低いのでは、と

感じるからです。生徒たちが「マジ無理」、「心が折れた」などのマイナス言葉を発するケースが

以前より増えてきています。

そんな考えもあって、耕知塾では「古くて新しい教育??」に挑戦しています！それが「勉強を

ちゃんとする」です。これは、勉強は取り組み姿勢が重要だ。生徒はもちろん講師も。そして、や

る気をもって取り組めば必ず学力は向上する、というものです。具体的には…

まずは「生徒と講師が本音で接する」。私自身が子どもの立場なら、「そのままの自分でいい」

などと言われても、自己肯定感は得られないと思います。そして、長年塾講師をやっていて感じる

のは、実に子どもの視点は鋭い、ということです。つまり、子どもに嘘はつけない、ついても見抜

かれる。ですので、時には厳しい言葉を投げかけることも必要だと考えています。講師が常に本気

で本音で接することで、はじめて生徒のやる気を醸成できる、そう考えています。そして、もちろ

んほめる時は心の底からとことんほめる。これこそが本当の自己肯定感につながるのではないで

しょうか。

そして、「過程をほめる」。勉強の世界では、どうしても点がとれる子がえらい、そうでない子

は駄目。というふうになりがちです。しかし、現場で強く感じるのは「今はできていないが、粘り

強く勉強ができている子」がいる一方、「今、点はとれているのだが、難しい問題に対してすぐ諦

めてしまう生徒」もいます。こういった生徒にもやはり本音で接するべきと考えています。前者の

生徒は励まし、後者の生徒には厳しく接する。そういう塾でありたい、あろうとしています。

恐らく、この２つは学力を本当の意味で伸ばそうとする講師にとっては「当たり前」のことだと

思います。ただ、その凡事を徹底することが多くの塾との違いを生むことになるのではないか。そ

う考えて日々生徒と一緒に研鑽を重ねていきたいと思います。
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